
　毎日新聞社主催の「2006 年度毎日・地方
自治大賞」で、飯舘村が「奨励賞」に選ば
れました。　　
　この事業は、地域独自の優れた事業や運
動を進めている全国の自治体を顕彰するも
のです。13年目を迎えた今回の募集テーマ
は「コミュニティー再生」で、各都道府県
から１件ずつ、計47件の応募がありました。
　審査の結果、飯舘村は最優秀賞、優秀賞
に続く奨励賞を受賞。村の「いいたてエン
ジェルプラン」や「父子手帳」、「若妻の翼」、
「家族映画祭」、「10年後に配達される手紙」
など独創的な取り組みが評価されました。
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　村内３つの小学校で「卒業証書授与式」が行われ、卒業生たちが６年間の思い出
の詰まった学び舎を後にしました。
　このうち飯樋小学校では、荒川秀則校長先生から卒業生30人に記念の色紙がプ
レゼントされました。これは、子どもたちがそれぞれ自分をイメージする言葉や将
来の夢などを表した漢字一文字を、荒川校長先生が１枚ずつ書き上げたものです。

震災対策一口標語

忘れないでね　
 30年以内に（99％の確率で）発生する
　　　　宮城県沖地震を！
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2月の出動 火災  1件（1月からの累計 　1件）
　　　　　　救急19件（1月からの累計  40件）
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ご寄付ありがとう（3月26日現在）
○消防関係及び大学入学篤志奨学基金
　▶ 渡辺守男さん（小　宮）から金200,000円

○いいたて福祉会
　▶ 渡辺守男さん（小　宮）から金200,000円

○飯舘村社会福祉協議会
　▶ 佐藤勝範さん（上飯樋）から金 50,000円
　▶ 菅野永徳さん（佐　須）から金 50,000円
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火災・救急情報

▲  毎日新聞社の斗ヶ沢秀俊福島支局長（左）から表彰盾を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受け取る菅野村長

思いを込めた卒業プレゼント

　　 飯舘村が
毎日・地方自治大賞「奨励賞」受賞
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　18年度に村が購入した新しいスクールバ
スが納車され、役場前で関係者にお披露目
されました。
　新しいバスは全体が薄いベージュ色で、
下部には鮮やかな青色の線が入っており、
また側面と後部には村の花「ヤマユリ」や
村の鳥「ウグイス」、「あいの沢の浮き橋」
などが油絵風に描かれています。ウグイス
を村民に見たて、美しい自然環境の中です
くすくと育つ子どもたちを、親と地域の人々
が見守る姿を表しています。
　この新しいバスは、新学期から蕨平方面
で運行します。

▲  納車された新しいスクールバス

　　 新しいデザインの
　　　スクールバスがお目見え
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